
第１号議案 

平成２５年度事業報告 
１．概要 
  平成 25 年 4 月 1 日から、一般社団法人伊勢崎法人会として新たに出発し、1 年が経

過しました。その間、新しい定款や規則・規程に則り事業を実施し、会計上では新公益

法人会計に基づき、透明性の確保を図ってきました。 
  本法人会は、会員皆様のための法人であり、税知識の普及、納税者意識の啓発に努め、

税制・税務に関する提言を行い、適正・公平な申告納税制度の維持発展と税務行政の円

滑な執行に寄与するとともに、地域企業と地域社会の健全な発展に努めてきました。 
  以上のように、関係当局及び会員の皆様の協力の下、概ね計画通り進捗し、所期の成

果を収めることができました。 
 
２．公益事業 
【税務支援事業】 
平成 25 年度の税務支援事業の実施状況 

内     容 講 師 等 回数 参加者 
部会・支部別等税務研修会 
 

伊勢崎税務署長  1   31 

決算期別説明会 
 

伊勢崎税務署担当係官  4 153 

新設法人説明会 
 

伊勢崎税務署担当係官  1 14 

青年部会税務研修会 伊勢崎税務署担当係官 
関信越税理士会税理士 

 1 
 1 

  19 
  19 

税制・経営資料の提供 
 

税制・経理等小冊子の配布 1    会員全員 
 

税制改正説明会 
 

伊勢崎税務署担当係官  1 247 

 
【税の啓発・提言事業】 

平成 25 年度税の啓発・提言事業の実施状況 

〔１〕税務研修会・会報誌発行等の際 e-Tax、eLtax の周知啓発活動を行いました。 

〔２〕会報誌「法人会報」を６回発行し、延べ 13,800 部発行し、会員、地区公民館、市

役所・支所等へ配布し、法人会の宣伝はもとより、税知識の啓発に努めました。 

〔３〕法人会の主要事業の一つである「税制改正に関する提言」について、税制委員会を

中心に内容を検討・作成し、県法連を通じて全法連に提出しました。また全国大会

で採択された提言について、平成 25 年 11 月 26 日に地元選出国会議員及び、伊勢

崎市長・市議会議長へ提言活動を実施しました。 

 



〔４〕租税教室では、今年度から女性部会も参加協力し、青年部会で 6校（内中学校 1校）

女性部会で 2校、合計 8校で実施しました。 

   小学校 延べ 16クラス 446人  中学校 1 学年 252 人 

〔５〕税を考える週間に合わせて、伊勢崎市租税教育推進協議会による作文コンクールが

開催され、法人会長賞等選考に協力し表彰しました。 

 

【地域社会貢献事業】 

〔１〕法人会公開セミナーを市文化会館で４回開催。 

 回 参加者     テーマ 講  師 
第１回   56 名 夢は大きく 上武大学駅伝部監督      

     花 田 勝 彦 氏 
第２回  105 名 技術開発と世界展開 

～マーケティング（３Ｃ）

による経営戦略～ 

サンデン株式会社 
 代表取締役会長 
     牛久保 雅 美 氏 

第３回   51 名 どんな境遇にも負けない、

強くて尊厳ある日本をつく

るために ～祖父母から受

け継いだ「日本人の心」～ 

 

衆議院議員 
     石 関 貴 史 氏 

第４回   33 名 千年持続可能な社会を目指

して 
名古屋大学大学院准教授 
     高 野 雅 夫 氏 

 

〔２〕税を考える週間記念事業を市文化会館小ホールで開催 
  平成 25 年 11 月 14 日（木）元Ｆ１レーサー・登山家 片山 右京 氏  講演会 
  演題「夢へのチャレンジ～諦めない、最後まで」 176 名参加 
〔３〕花いっぱい運動 
  11 月に市民の集う街角にパンジーを植栽し、多くの市民ボランティアと協働により

郷土の町づくりに貢献しました。 
〔４〕広瀬川クリーンの集い、市民ボランティア、伊勢崎ロータリークラブ、宮郷ハイキ

ングクラブ等多くの団体と協働して中心市街地を流れる河川敷を清掃しました。                    

参加者 50 名 
〔５〕いせさき燈華会、光のページェント実行委員会の一員として女性部会が参加し、伊

勢崎まちガイド等他の実行委員と協働して地域おこし事業に貢献しました。 
〔６〕いせさき七夕まつり・いせさき祭り・イルミネーション等協賛しました。 
 
【経営支援事業】 

〔１〕新年講演会 

  企業経営の健全化と向上を図るため、女性部会・青年部会合同で、（株）コシダカホ

ールディングス代表取締役社長を招き、「起業と経営について」と題した講演会を開

催しました。 92名参加 

 



〔２〕部会別経営研修会 

  中小企業に対する融資制度等会報に掲載し研修会に替えました。 

〔３〕青年部会・女性部会視察研修会 

  青年部会では経営支援のための講演会を実施し、女性部会では講演会・視察研修会等

を実施しました。 

〔４〕支部研修会 

  本年度で４回目、三支部合同で伊勢崎税務署長を講師に招き、法人税を中心に税の基

本的知識について講義をいただきました。 

〔５〕冊子『相続・贈与の税金』『法人税の損金処理』を全会員に配布し、経営者支援に

努めました。   

〔６〕青年部会では税務研修会として、税一般及び消費税の税率改定についての研修会を 
  開催し 38名が参加しました。 

 

３．共益事業 
【会員支援事業】 

〔１〕会員の親睦と異業種交流を目的にゴルフ大会を２回開催しました。 

〔２〕指定金融機関と連携し、法人会融資制度の啓発をしました。 

〔３〕役員視察研修会を開催しました。 

  

【厚生制度推進事業】 

〔１〕生活習慣病予防健診の実施 

  （一財）全日本労働福祉協会の出張健診を実施しました。 

〔２〕法人会福利厚生制度推進委員会の開催 

   厚生委員会委員を中心に協力を勧奨し、制度推進を図りました。 

〔３〕福利厚生制度推進協議会の開催 

   大同生命保険株式会社をはじめ保険会社３社の担当者が、推進のための施策につい 

     て発表し、福利厚生制度の推進は会員増強と一体的な関係にあり、会員増強が不可 

     欠な要素であることを理解してもらい、福利厚生制度推進委員をはじめ、法人会役 

員も紹介運動実施に協力勧奨しました。 

〔４〕中小企業向け貸倒保険制度の推進 

   チラシ等会報に同封し、会員への啓発を図り支援に努めました。 

 

【会員維持・拡大事業】 

〔１〕会員増強運動の実施 

   会員増強は、支部単位で役員１人１社以上の勧誘を目標に増強に努めたほか、関 

     係団体等に協力要請し、増強に努めました。 

〔２〕新設法人の加入勧誘の強化 

   新設法人資料を作成し、支部を中心に勧誘促進を図りました。 

 

 



〔３〕会員増強用資料の活用 

   法人会の目的、福利厚生制度、講演会の開催、会員交流会の開催等制度の説明資料 

     を活用し、支部に配布しながら会員増強の勧奨に努めました。 

 

≪平成２５年度会員の状況≫ 

支部名 当初会員

数 

入 会 会

員数 

退会会員

数 

移動数 増減数 年度末会員

数 

伊勢崎 1,051  7 38 △  2 △   33   1,018 

赤 堀 165 5 2           3       168 

 東 163 3 9     2 △   4            159 

 境 238 5 10 △  1 △   6       232 

玉 村 199  5  △    5       194 

その他 5      1     1          6 

  計   1,821 20 64  △   44     1,777 

 

４．その他 
 その他、会議、研修会、説明会、法人会公開セミナー、関係団体との連絡協議会につい 

 ては、次頁以降のとおりでありました。 

 

 

 


